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マルサングループ第三次中期経営計画に関するお知らせ 

 

 

 

 当社は、2016 年 7 月に 2017 年 9 月期を初年度とした、中期経営計画を公表いたしまし

たが、当社では経営環境の変化等に柔軟に対応するため、ローリング方式により中期経営

計画を適宜改定することとしております。 

つきましては、このたび 2021 年 9 月期から 2023 年 9 月期までの 3 か年を対象とした中

期経営計画（ローリング方式）を改定いたしましたのでお知らせいたします。概要につき

ましては、添付資料をご参照ください。 

以 上  

 



『クリエイト 2023』 （大地の恵みのリーディングカンパニー ）

企業ブランド
の向上

ローコスト
体質 ＳＤＧｓ対応

安心安全
品質向上

人材育成

独自の商品開発力
と技術力強化、伝承

基幹事業拡大
と新規事業挑戦

企業ブランド

の向上

マルサングループの目指す姿（戦略骨子）

基本戦略

財務戦略

(1)基幹事業の拡大と3ド（鮮度・ﾁﾙﾄﾞ・ｱｰﾓﾝﾄﾞ）

+ﾊﾞﾙｸ、海外への挑戦

(2)中長期を見据えた独自開発、技術力強化・伝承

(3)食品・安全方針、品質方針の実行

(4)ローコスト体質強化で収益力向上

(5)働き方改革、人材活躍の推進

(6)持続可能な開発と企業活動（SDGs対応）

（1）売上の拡大 300億円以上

（2）営業利益率の向上 4％以上

（3）投資と資本政策を支えるＣＦの創出

成長投資方針

自己資本の拡大

株主配当方針

収益の安定的な確保の為、既存工場の再配置設備、安全・安心、人材育成投資

も積極的に行うとともに広告宣伝、研究開発に注力していく。

海外においては引き続き中国、東南アジア拡大を視野に入れ投資をしていく。

自己資本比率30％以上､ROE10％以上を目指していく。

安定的に基本１株当たり30円の方針です。

それを基本とし、利益状況に応じて検討してまいります。

食を通じて社会に必要とされる企業

第70期（2021年度）－第72期（2023年度）
マルサングループ第三次中期経営計画



第70期（2021年度）－第72期（2023年度）
マルサングループ第三次戦略事業計画(概要)

第三次事業構想 第70期
(20/9/21～21/9/20)

第71期
(21/9/21～22/9/20)

第72期
(22/9/21～23/9/20)

事業
豆乳事業 業務用拡大 豆乳出荷比率3％ 豆乳出荷比率3.5％ 豆乳出荷比率4％

味噌事業 液状味噌の多様化 業務用準備 即席業務用 調理業務用

事業内
ｶﾃｺﾞﾘｰ

飲料 第3のミルク強化 豆乳売上比率4％ 次世代ミルク発売 事業化

チルド 増産及び多様化 増産体制確立 新拠点稼働 新素材

海外 売上比率拡大 売上比率20％

生産設備 増産体制確保 バルク工場稼働 豆乳1ﾗｲﾝ増設準備 豆乳増設ﾗｲﾝ稼働
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